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発刊にあたって

本書は，幡鉾JIl流域総合整備計画の県営箇場整備事業に伴って，平成立年震に実施

した原の辻遺跡の緊急発掘調査報告書です。

発掘調査の結果，弥生時代の溝6条・水田勝2枚とその間に矢板を打ち込んだ畦畔

を検出しました。 溝の内 3条は壌になる可能性もあります。出土遺物は，弥生時代の

土器，石器，木製品，朝鮮半島系の無文土器，古墳時代の土師器等があります。今回

の水田跡の検出は，調査IRの南端が丘陵から沖積地の低地への地形変換点に位置する

ことが，その造営条件に合致しているものと考えられます。

原の辻遺跡は， r鶏志倭人伝jに現れる国々のなかで，中心集落が特定できる唯一

の遺跡です。このことから，重要遺跡として認められ 平成12年11月24日に国の特別

史跡指定を受けました。現在，遺跡保存整備委員会において，その保存と活用を国る

検討がなされていますが，地域の方々のご理解とご協力をいただきながら，調整を図っ

ていくことも大切であると考えます。さらに 島内には 原の辻遺跡のほかにもカラ

カミ遺跡・車出遺跡・双六古墳・笹塚古墳といった多くの文化財があります。これら

は，永く培われてきた貴重な文化遺産であり，この遺産を後世に引き継ぐことが私た

ちの責務と考えます。

本書が，学術研究及び文化財保護の苗で活用されることを念願して刊行のあいさつ

といたします。

平成13年 3月31日

長崎県教育委員会教育長 木村道夫



例 仁二I

1.本書は，轄鉾111流域総合整婿計i商に係る県営居場整信事業の農道建設工事に持って主権した，王子

成12年度の石田i可浩田仲触鐙ノ池所在の}京の辻遺跡の緊急発掘調査報告書である c

2.本書の執筆は， 2 (2) を藤村誠， 1と2 (1)， (3) と3を村山逸朗が，それぞ

た。

3. 本調査は， 440m
2
を農林側費用負担として県教育委員会が平成立年10月10日~平成立年12月26El 

まで行い， 78m'を石田町(池田仲蝕字鐙ノ池)教育委員会が毘庫稽助を受けて平成12年10月16El 

~平成12年11月13f::lまでの日程で実施した。

4.調査組識

果関係

調査主体 県教育庁東の辻遺跡議査事務所 所長 回Jll

'l 課長 安楽 勉

壱岐教育事務所 総務課長(兼) 町田一久

。 ク係長(兼) 長j司正記

調査担当 !宗教育Ir涼の辻遺捗調査事務所 主{壬文化財保護主事 村)11 逸民

ろ， 文化財課護主事 藤村 誠

ilfJ関係

石田町教育委員会 教育長 ilJU 

調査担当 ノ/ 文化封担当 河合雄吉

0. 本書にはヲ i早教育委員会が主体になった部分と石田町教育委員会が主体となった部分を許せて謁

した。

6. 本書に関する出土遺物と!~抜及び写真類は，原の辻遺跡調査事務所及ぴ石田町教育委員会;こ保管

している c 遺物は，漂の辻遺捗調査事務所及び壱岐・原の辻展示館において展示保管する。

7.本舎の編集は，村Jll.藤村が行なった。

8.本書では，磁jとを方f立として使用したc



本文目次

l 地理的・歴史的環境……………...・ H ・..…...・ H ・H ・H ・-…………………...・ H ・-………...・ H ・..……..1 

山 地理的環境……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘..........................................................................1
凶器史的環境…………...・ H ・...・ H ・.，.・ H ・.....・ H ・...・ H ・-…-

2 調 査…………"* .. ~ .. .. .. ~ ~ ~・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a ・・.... . ~ " ~ " .. .. .. .. .. .. ，.・・・ e・a・・・・・・・ a.. .. .. " " .. ~ .. .. .. * .. ~ " "・ 3

(1) 調査概要…・・…....・ H ・-………一一・….... .. " ~ ，. " ..….. ~ .. . ，. ..….. .. " ~・ H ・..，・ H ・.，.・ H ・.. .. .. .. .. .. . " ~ .. -.. .. .. .. " .. " ，.・ H ・."".・ H ・.， 3 

土 督."......................."..................................事...".・・ e・・・・・・・・・‘.... .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. ~ .. .. .. .. .. .. .. ~・・・・・・・・ 6

遺 欝…・・・・・・・・・・・9・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・b ~ .. .. .. .. ..・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......‘・・・・・・・・・・・・ 6

(4) L上i土遺物…...・ H ・..…………...・ H ・.....・ H ・..………...・ H ・...・ H ・-凶 H ・a・.... .. " " ~・ H ・.......・ H ・...・ H・-… ..16

3 まとめ………...・ H ・-………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.."..・ H ・H ・H ・-……....・ H ・..……...・ H ・..………，，24

挿図目次

第 1間違誌の位霞(1/240， OC賞。)……………..，・H ・..……………………………....一……...・H ・-…..2

第 2罰 震の辻遺跡位置関(1 /25，000) ……………………………………...・H ・.....・H ・..…………… 4

第 3密 調査区西己量密!日 /2，∞0)………...・ H ・..……………...・ H ・..…………………………..，・ H ・，.… 5

第4図遺構配童図(1/200) ，..・ H ・-……………….... .. .. .. ~・ H ・..……...・H ・.....・ H ・..… e ・ g ・.....".・ H・-……… 8

5 [当 O 号溝実ì~1j図・東壁土層図( 1/60) ……...・ a・...・ H ・H ・-………...・ H ・.....・ H ・-……...・ H ・-… 9

第6国 3号溝実測出・東壁土!畜図(1/60) ………………………...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.，…………10

第 7図 I号溝・ 2号溝実湖国・土寝間(1/60) ……...・ H ・-……………………………...・H ・..……11

第 8間水田跡・畦畔跡実測毘・土層以1(1/80) ……………………........一…………………………13

第 9図 畦節手掛矢板碍実測霞(1 /30) ...・ H ・..…...・ H ・.......・ H ・..…………………...・ H ・.......・ H ・..………15

第10国 出土遺物岳 土器.I海続器 ( 1/4 ) ………・・・・・・・・・・ 9 ・・φ.................緬・"~ .. a " ..・・・・・・・・・・..............17

第11密 出 土遺物土器(1/4 ) ……...・ H ・..""..・ H ・H ・H ・......・ H ・......・ H ・-…...・ H ・..…...・ H ・..………18

第12国出土遺物忌土器地 (1/4) ...・ H ・...・ H ・H ・H ・-…・...・ H ・-…・………・………… H ・H ・........・ H ・19

第13[翠 出 土 遺物石器(1/4) …………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・......・ H ・.....・ H ・.........………………20

第14k~J 出土遺物 木製品(1/6) …...・ H ・.....・ H ・.... .. ~ ..・ H ・-……………………&.. .. ~ .. .……...・ H ・..…22

第15図 出土遺物⑤木製品 (11 6) …・.....…………...・ H ・H ・H ・-……………………………………23

第16図 訪問交易と土器の動き……………… e・e・-…..............・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・_.9..・H ・..…………24

第17関 これまでの調査成果による遺講配置留….............……...・ H ・-……………………………………25



図版日次

図版 1 調査包全景(南から)・調査毘全景はとから)

函版2 調査風景・調査嵐景・調査風景(石田町調査区)

国技3 1号・ 2号.3号講検出状況.2号溝遺物出土状況-2号溝検出状況・水面・畦辞検出状況

国抜4 0号溝検出状況.1号講検出状況.2号溝検出状況・ 3号溝検出状況

国抜5 中世の杭列検出状況・ 25区西壁土層と矢板出土状況・ 24区水田検出状況

国販6 1号溝・ 2号溝出土状況・ 1号講遺物出土状況・水屈・畦畔検出状況・ 4号溝検出状況

密版 7 2号講遺物出土状況・ 2号議内杭列検出状況・ 6号講と畦富手掛・矢根邦検出状況

毘抜8 矢板出土状況・矢板出土状況・矢板出土状況(石田町調査区)



1 .地理的・歴史的環境

( 1 ) 地理的環境

壱岐は，九ナN本土と朝鮮半島の需に位量している。壱岐・対馬間約48km，壱岐・松浦半島詫約20km，

壱岐・福両県糸島半島謂約33kmと，古来より大陸文化のや継地点として重要な役割を果たしてきた。

一方， !詩人の設震や，万伊の来襲や元震によって被害を受けるごにど，外散の襲来やj訪婦にも心を配っ

てきた地でもある。壱岐島は，東西約15k1ll，南北約17km，苦言棲約138揺の本島と26余りの付属高から

成り立っている。 行政的には現在4町に分かれており，人口 3万 5千人を数える。島の基盤は第3紀

全体的になだらかな玄武岩台地であり，最高蜂の岳の辻でも213mにすぎないc 島の南東部に辻

「深江由原J(約200ha)と呼ばれる平野があり，長崎毘下では最大の沖積地として，また，後世の干

拓による県央部の諌早平野を絵けば，県下最大の穀倉地帯として有名である。この深江田原をなかを

東に向かつて流れ，内海に注いでいるのが，延長 9胞の轄鉾JIIで、まうる。また構鉾JIIの支流の地田)11

が，深江田原を高から北へ流れている。遺跡は，幡鉾111の南開一帯に広がっているが，今回の議査地

点は播鉾JIIの南鱒，台地部(南からJIItこ直交する形で突出した南北1000m，東西250m，標高の18

m前後の舌状台地，台地中央部が高く， ~と端部との差は約3.0m) の西館にあたる，農道部分である O

(2 ) 塵吏的環境

壱較は，歴史的には， r一支国jとして 3世紀の歴史書 f鶏志倭人伝jに登場してくる。その当時

の一支患は「官をまた卑狗といい，高u官を卑奴母離という O 竹林・叢林が多く，三千ばかりの家があ

るO やや田地があり，信を耕しでもなお食べるには足らず，また，南北に行き米を買うなどする。j

状況であり，人々が活発な交易活動を行っていたことを物語っている。原の辻遺跡は，大正時代から

紹介されており，灯、来，東亜考古学会・九学会・長崎県教育委員会などにより，議査が行われてきた。

調査により，台地部を取り巻く多重環濠・弥生時代の道路状遺構・石敷遺構・祭儀建物・船着き場

罫水田の畦‘石桔墓・護措墓などが検出した。また，舶載鏡・貨泉・五鉢銭・三翼銑・朝鮮半島系土

器などが出土しており，原の辻遺跡が，弥生時代のー支国の都として栄えたことを物語っている O 古

壇時代にはいると，数多くの古墳が残っているが，壱岐最吉の古墳と考えられているのは 5世紀に

築かれた大議出古墳で、ある。そして， 6世紀から 7世紀になると，古墳は集ヰi的に造られるようにな

るが，なかでも，県内最大規模(全長約91m)の前方後円墳である双六古墳，同じく察内最大規摸(産

在約45m)の円墳である鬼の窟古工費，金銅製馬具が出土した直径約38mの笹塚吉墳などが有名である。

8t苦:紀，律令体制の下では，壱i技;土，酉権道のなかの一回としての地位を号えられた G r養老令j

に;ま， r壱i技・対馬.Br匂ー薩摩・大lil高等の患は，惣じて鎮木早，~方守，及び、蕃客の嬉イとを知る j と

規定されており， r島南jの抵遺と助人の配置がなされて，その任にあたっている C また，壱岐は，

下留として扱われている。さらに， f廷喜式jによれば，壱u長島に(;t， t憂通・伊国の二駅があり，そ

れぞれ五疋ずつの駅馬をおいているc 両駅は，それぞれ壱蚊島の北端と南端に位置しており，その最

担距離のjレートについて， i'，章の宮から池田ー輿原に至る現在の道が想定されている。平成 7年には，



幅約6.0mの 8C末には廃絶したと思える道路状遺構が，涼のj土遺跡111原堀地区の調査において検出

されている。島には，壱岐島1ftが設寵されていたが，所在地については，印論社とも呼ばれる式内手1

の輿神社がある芦透明輿触が，島市所在地である可能性もあると考えられている。一方，車

から，木簡が出土してお i人遺跡南端部から， 9世紀を中心とした初期貿易陶磁器片も出土している C

〔参考文献〕

1. r原の辻遺跡J長崎県文化財報合書第26集 長崎県教育委員会 1976 

2. f壱~支出烏分寺i 芦辺町文化前報告書第 7 集 長崎県芦辺湾j教育委員会 1993 

3. r壱UliLLi烏分寺j芦辺町丈化財報告書第8集 長崎県:芦辺町教育委員会 1994 

4. r原の辻遺跡j芦辺湾]丈化財報告書第9集 長崎県芦辺町教育委員会 1995 

:J.椿遺跡j石出荷文化財報詩書第 1集 長崎石田同教育委員会 1996 

6.木本雅康「律令出家とその社会JP豆拾・古代の長崎県通史編i長時県教育委員会1998

7 ~ i横山 顕「壱岐の古代と考古学Jri毎と列島文化j第3巻玄界灘の品々小学館1990
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2 .調査

(1) 調査概要

今回の調査は，県営i播鉾)11流域総合整錆計画区域内の農道建設に先立って行われた緊急発掘調査で

あり，関係各機関との協議を行って，農道造成区域の520m2
について調査を行った。そのうち原の辻

遺跡調査事務所が440m
2
，石田町教育委員会が80ぱを担当 Lた。調査対象地区は，原の辻遺跡調査事

務所の敷地南東!鳴から南に向かつて← A 直線にのびる。調査!Rの延長は117mで，前年震及び前々年度

分とあわせると総延長522mになり，丘設部の開館低地部を，ほほ端から端まで貫く形となっている。

なお，並行して県道が造成されることになっており，農道地立の調査と同時に117訂(lmX117m)

の調査を行った。遺構国には，農道部分，県道部分を併せて掲載しているが，県道部分の報告につい

ては，別途報告を行う。

①土層と遺物の出土状況

今年度の調査の土層は 1層が客土層である。 2層が暗灰褐色土層(中世期入 3層が黒褐色土層

(弥生時代中期~古墳時代前期)， 4層が灰青色粘質土層(この層を掘り込んで、弥生時代中期から古

墳時代前期の 1~ 3号溝等の遺構等がある)， 5層がj昆諜黄桜色粘壁土層で地山の無遺物層となる。

遺物の出土状況は弥生時代中期から古墳時代前期のものが中心である C

②各欝査区の概要

・21区の調査区北端で弥生時代中期から後期の 0号講を検出した。最大幅2.20m，深さ0.8mである。

南市東から北北西の向きに走っている O 講の上部から弥生時代中期後半の龍鮮半島系無文i:器/J、形

塞が出土した。

.22区で l号溝を検出した。最大幅3.28m，弥生時代中期~後期時期の溝で，溝内より弥生時代中期

後半の朝鮮半島系無丈土器査が出土した。

.22区から23[2<:にかけて 2号i茸を検出した。最大幅1.68m，出土する遺物は弥生時代中期から設期で，

古墳時代前期の土師器も認められるところから，この時期にその機能を終えたものと考えられる。

溝の底部に間簡はまばらであるが，杭デIJが並んでいる。

溝内より弥生時代中期投半の無文土器が出土した。

. 23!{で3号講を検出した。最大幅2.44m，出土する遺物辻弥生時代仁IJ期から後期の土器である。

以上の 1~ 3号溝は，時期もほほか]一時期で，その方向も北西から南東とほぼ同じ向きを示してい

るO 現時点では講としているが それぞれが漆になる可能性もある。

. 241xから25l互にかけて東竪の壁際に 4号講が確認されたc 幅 所属時期等は未掘であるため不明で、

ある G 3号溝の延長である可能性もある。

.25[乏で、矢板を打ち込んだ畦畔跡とその両慨におそらく水I:H跡と思われるもの 2枚を検出した。所属

時期は弥生時代中期から古墳時代前期のものであろう。この畦畔跡と水田跡と推定される 2枚は 6

号イ毒に切られている。

.25区から26l互にかけて北北西から南南東にかけての向きで 6号溝を確認した。

~3~ 
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(2) 土 麗

1層は客ことである。 2J;醤がB吾氏褐色二t，3層は黒褐色土で中t廷のq:l出産の青磁が出土した。 4層は灰

青色粘質士、で，この層を掘り込んで、弥生時代中期から古墳時代前期の濯がある o 5層はj昆諜黄桂色粘

質土で、地rlJの無遺物層と考えられる。 撲の覆土はと語が黒褐色又は黒色f~î貿土で，弥生時代後期から

古墳時代前期の土器を中心に出土した。下面はオリーブ色土で数は少ないものの弥生時代中期の土器

が出土したc 25[R ~26区にかけて検出した水田震は凶壁の 5 層，東霊の 6 層がこれにあたる C

(3) 遺構

([溝

2l[豆で 0号溝を検出した。南高東から北北西方向に廷びておりラ最大幅約 2m20cm，深さ約80cmを

;揺り，約12mを確認した。調査区北端はlB農道の橋げたがコンク J)ートで国められていたため未掘で

あるが，昨年の調査[Rで検出された 4号!日河道につながる溝である可能性もある。遺物はほとんどな

いが，講のと寄付、ら弥生時代中期後半の朝鮮半島系禁丈土器小型警が出土した。

221豆で 1号講を検出したコ北部から高東方向へ延びる C 最大幅約 3m30cm，長さ約 6m50cmを検出

した。覆土は 1層が黒色鈷質土，2層が福灰elfi少糞土，灰黄掲急百少質土で，揚灰色紗宣土の下さらに一

段深く掘り下げられていた。 j宝物が少ないため掘り込まれた時期について辻明確でない。浅い方の溝

の諜さ約35cm，深い方のj毒の幅約 1m50cm .深さ約80cmを:揺る。溝内の 2層から弥生時代中期後半の

朝鮮半島系無文土器室・三韓系瓦寅土器片が出土した。

22区から23l互にかけて 2号講を検出した。北西から南東へ延びる。最大幅約 1m70的。 溝のi干i央音r$

がやや浅くなり，再舗に11:がるとともに深くなっている。中央部の深さ約30cm，北西部の議の深さ約

70cm，者東f到のj葬の認さが約 1mをinUf)，長さ約 8mを確認したc 南東程1)の講の最抵部から弥生時代

中野]の土器の底が出土した。 講中{立の層からは弥生時代長期の斐・査・鉢が，溝上面の黒褐色系の

で古墳時代前期の土諦器が認められることから，中期にt揺られ吉墳時代前期に溝としての機能を

終えたものと考えられる。また，間摘は一定ではないが，講の中から11本の杭列も薙認された。杭は

に打ち込まれており，濯の崩れを訪ぐ百的で打ち込まれた可能性もある。 北西部の;幕の黒

褐色粘賞土層から朝鮮半島系無文土器底部が出土した。

23区で 3号講を検出した。北西から i有東方向へ延び，調査区東軍i際でやや高に曲がっていく。最大

幅2m40cm，深さは約 1m20cmをり，約 5m30cmを確認した。遺物の包含層は溝上部の黒掲色・黒

色土で，弥生時代中期から後期の士号芸が出土している。溝の北西部調査L;{富豪i奈は近代の土木工事に

より据部を受けていたc

24区から25区の調査区東壁捺で南北に延びる 4号溝を検出した。 溝の商問岸部分を幅約20cm程度

握っただけなので溝の栢・所属時期等は不明で、あが， 23区で験出された 3号講の延長である可能性も
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ある 0

26区の石田町調査区域で 5号濯を検出した。東西方向に最大幅約 1m90cm，深さ約20cm を ì~U り，長

さは約 2m20cmで、ある。 6号溝によって切られていた。

25良から26[互にかけて 6号濯を検出した。 北北西から南高東に延び， 5号溝・水註i跡・ i珪街浮揚:遺構

を切っていた。最大幅約 1m90cm，奈さ約80αnを測り，約18mを確認した。講のiゃから遺物はほとん

と'lli二i二していない。

②水田盟主辞跡

25区で謂査IX東!竪捺と酉壁際で矢板を打ち込んだ畦畔跡とその再{闘におそらく水沼と思われる 2校

を検出したc 畦醇は北東から南西方向に延び，幅約70cm，長さ約 4m50cmを検出した。所属時期は弥

生時代中期から古墳時代前認のものであろう。この時主幹跡と水田跡と推定される 2枚は 6号濯に切ら

れている。 26k互の石田mr調査毘域の 5号溝北舗でもこれとほぼ同じ向きで矢板列を検出し

今回の調査lR南端からは湧水があり，梧当量の水が湧き出ている。今回の調査ではその湧水に大い

に苦しめられることになったが，この湧水と丘陵から沖積地への地芳三変換点に位置するという条件が，

水田造営と無縁ではないと思われる。 遺跡のrlJ央に位置する台地下の酉程1]1丘地部は試掘調査は行われ

ているものの面的な謂査はまだ不ト分である。今関の調査 I土幅約5.3mと限られた範囲であったが，

今後のこの地域の調査で遺跡南西部の状況が明らかにご去ることに期待したい。

~7-
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1 容土

2 a 日月褐色二七j欝 (Hue7.5YR5/6) 
2 b 褐色ニ1:1欝 (Hue7.5YR4/6)
3 灰褐色土j讃 (Hue5 YR5/2) 
4 灰褐色こと麗(風化小石混) (Hue5YR5/2) 
5 時赤褐色粘鰻土j議 (Hue5Yf司3/2)
6 灰賛褐色粕質土j欝 (Huel0YR5/2)
7 こぶい策褐色粘塁壁土j欝 (Huel0YR5/3)
8 褐灰色粘紫土j穫 (Huel0YR5/1)
9 褐灰色粘鍍ことj欝 (Hue5YR4/1) 
10 にぶい爽褐色粘質土層 (Huel0YR5/2)
11 灰策褐色粘質土j欝(小高混)(Huel0YR6/2) 
12 こぶい1電機色粘質土j欝 (Huel0YR6/3)
13 灰オリーブ粕質こたj露出ue5Y6/2)

~.~ヶ-千----

8 1 m 
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第 5閤 O号満実演.1]図。東盤土j護関(1/60) 

こぶい策褐色粘銭土}欝(Huel0YR5 / 3) 
2 褐色粘質ことj欝(Hue5 YR 4 / 1 ) 
3 にぶい資綴色粘質二七j欝 OY円6/3)
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1 a 日資褐色粘霊童土j濠 (Huel0YR3/3) 
1 b ~察褐色粘量壁土j議 (Huel0YR3/2) C 

1 c ~撲をち粘鎖こ七腐 (いuel0YR2/1)
1 d黒色粘霊壁土j轡(炭化物混) (Huel OYR2/1) 
1 e ~祭褐色粘質二1::1欝 (Huel0YA3/2) 1p 

2 策灰色粘望書土j議(料ue2明 5Y4/1)
3 aオリーブ褐色粘畿二f:1議 (Hue2.5Y4/4)
3 b 灰色粘健土産事(ト!uel0Y5/2)
4 a 崎j深草竜色粘霊童ニ1::1欝 (Hue2.5Y4/2) 
4 bオリーブ祭粕質ニ七層 (Hue5Y3/2)
4 c褐灰色粘質ことj議 (Huel0YF司5/1)
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第9図 費量畔掛矢叡到実越国(1 /30) 
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(4 )出土遺物

今回の調査の出土遺物は，弥生時代中期から古墳時代前期の土器やすり石・石銭・石斧・砥石・台

石や，水田壁土;時の矢板等で、ある。土器の大半は 0~3 号講内出土の遺物であるが，最初にそれ以外の

遺物の説明から行いたい。

①土器・鞠磁器

1は，堆ーの中世期・鎌倉時代の中国製輪入陶磁器青訟の底部である。今回の謂査で弥生時代中期

~古境時代前期の層の上層からの打込みの杭列があり.それに付髄するものかと推測される O 6号溝

のf二世から出土したことから， 6号溝はこの持鶏に窮する可能性がある。

2と3は，いずれも錨形口縁をもち内舗に舘くか水王子のもので、須久 I式新段摺のものである。 2は

21[K， 3は22区双方とも 3層からの出土である o 4と5は底部で，分厚いものと薄いものの両方があ

る。 4は須久 I式古段階のものか。それぞれ21・22区3患の出土である O

。号講出土の遺物

6は，朝鮮半島系舞丈土器小形警である。底誌を欠くものの平底か。色調は外は黒褐色(lOYR3/I)，

内はにぶい黄程色 (lOYR7/3)0 微細砂粒を少量含む。

1号講:出土の遺物

7は，わずかに外領する鋤形[]縁の丹建翠で， ~k紹な長石・石英粒を少量含む。須久 E 式期のもの

である。 8と9は， くの字形口縁のもので， 8は外が!天黄褐色 OOYR5/2)で， 8， 9ともに長石と

多量の石英が含まれている。 10，11は丹塗翠で，ともに微細な長石・石英・雲母等を少量:含み，胎士

精良なところから譲合はしないものの同一個体と推測される。先が紹い識先口縁で内簡に言言い張り出

しが認められる C 縞部が丸みをもつことから須久 I~須久 E 式にかけてのものと考えられる o 11の内

面はヘラナデ。 12はくの字口縁の丹塗菱で，腕部がえみをもっている。後期初頭のものか。 13は，丹

塗の短芸員、蛮の蓋で表蕗にのみ丹をかける O 微細な長石・石英栓を微量含むc 小孔が2倍づっ対になっ

て4倍認められる o 14は丹塗広口壷で， 13と同じく 2摺ずつ対になって 4閣の小孔がある。誌の口窪

144mm， 14の口窪140翻で，セットになるものかもしれないc 誌は，朝鮮半島系無丈土器歪である。口

縁はゆるく外反 L，器形は長腕で中位に腕部最大径 (215rnrn)がくる。口頚部内面に指痕がある。柄

下半部と肩部に内領する粘土の輪讃痕があり，断面が分厚くなっている。この翰積部分から剥離して

おり，剥離してない部分も浅い谷状のつぎめが認められる。全体的に雑なっくりである。口密1291紛，

j底部:窪92rnrn，最大高337rnrno 信号はタトはにぶい替 (7.5YR7/3)，内はにぶい桂 (7.5YR7/4)， 

を多く含む。時期的には片関宏二氏によれば，無文土器設期後半の郡谷里遺跡段階，北九州の編年で

は弥生時代9河期後半にあたるのではないかとの調教示をうけた。 16は器台で口縁は強く外反L，裾部

はラッパ状に開く。後期段半のものか。 17は，瓦質土器の肩部である"18はくの字口縁の翠で色調は

灰黄色 (2.5Y6/2)で，長石・;石英粒が含まれている o 19， 20は底部でやや厚i手のものと薄いものが

ある。 21は査の踊部から底部にかけてのもの。色課は!天黄褐色 (lOYR5/2)長石・石英・金雲母を含

16-
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第12菌出土遺物③土器他 1/4

む。弥生時代後期のものだろう。

2号溝出土の遺物

22は丹塗斐の口縁部でラ日縁端部に弱みにi立た問点がのこっている。絵土に長石・石英を含む。須

久E式のものG 23'ま袋状口縁査の臼禄部である o 24は薄手の底部で定から粘土を詰めた痕跡がある G

須久式土器のま部であろう。 25は朝鮮半島系無文土器である。日開下半部から底部で、内語、に幅の狭いハ

ケ呂がある。外語にもササラ状の調整痕も認められる O 底部径95mrn0 色調は外が明揚色 (5YR7!2)， 

内がにぶい黄器包(IOYR7/2)。長石・石英粒を含む。 26~28は， くの字状[J禄の蓋である。弥生時

代後期のものであろう o 29，30は鉢で，小形と中型のものが出土している。 29は丹塗。 30は，外面罵

に指頭疫あり，外はハケEl，内はナデ仕 L 色調は外にぶい寅褐色 (IOYR7/2)，内;まにぶい黄掲

色 (IOYR6/4)31はくの字仁i縁の妻。内外語iともに丁寧なハケ日 を施す。長石・石英を含む。色

調は外;ま灰邑 (5YR8/2)，内はにぶい掲色 5YR6/3)。占墳時代前期の所産であろう。 32もくの字

33は宥と頚の}話i岳部に粘土帯を張りつけ撞{立に条耀を施したもの。 35は須久式妻の底部

19-
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と考えられる。 36は投弾で35.4go 37は土鍾である。 39.5go ともに21区3層からの出土で、ある。

3号溝出土の遺物

34は， くの字状口縁の歪である。

②石器

1 {ま，黒曜石裂の石畿である。先端部欠。 21~22区にかけての 3 層からの出土。 2'土磐製石斧。や

や短いがこれで、完形で，長年刃きpを研ぎだしたために短くなったかラ折れたものを再加工したものだ

ろうか。 1号議からの出土。長さ73mm，I揺54mm，厚さ30.5mm，重さ199.6g 0 3 ~ 5， 7はすり石で

ある。 3(ま縁辺部 31留所に離打:度がついている。察痕も認められる G 縦123.5mm，横I∞.5mm，号さ60.5

mm，重さ1，141gである。 4tJ:，正面と髄寵に諒打疫がある。縦106mm，横84翻，厚さ32.5蹴，重さ481.2 

g c 5は，正冨と裏言語，ま面に鼓打痕がある c 縦119m隠，横89.5mm，厚さ54.5go 7は，比較的小型

のすり石である O 図上の下端部にわずかな蔵打痕が残る O 縦76mm，横60.5mm，厚さ51mm，重さ342.9

g 0 6は砥石である。斜めに研ぎ痕が残る。裏面は平らな剥離語である。上端部欠。縦246rr民 幅81.5 

1狐，厚さ17.5悶，重さ637g 0 8は，台石である。長軸長400mm，短軸長286幽，厚さ118翻，重さ19.9

kg。正面の台石面に黒色(lOYR2/1) (スクリントーンの濃いほう)と黄褐色 (2.5Y5/3) の付着物

が残っている O

③木製品(矢接)

4点とも 25区水田跡の畦畔の矢板である。 1は攻上げ古oW-lOで長さ605mm，幅2271mrr，J享さ60立lll1

で，額上で下端にあたる打ち込み揺を表裏両面会から先端部をカットして尖らしているつカット面には，

i福30臓の刃部痕がついており，幅からして手斧に設量した片刃磨製石斧の刃部疫かとも推察される。

2は取j二(fNow-8で，離357mrrl，横389蹴，摩さ47翻で，上端の肩が丸い略長方形をしている。中央

やや左下よりに略隅丸方形の穿孔がある。 2も表裏両面からカットして尖らしている。 3は， r可じく

25区西側断罰に半分埋まっていた錨体でヲ w-5の取上げ泌を附した。縦284mm，横149mm，厚さ67翻

で，閉じく表裏両面からカットして尖らせている。 4，ま，取上げ、NoW-1で，縦323mm，横250nlll1J事さ

42mmで、ある c 裏語のみカットして尖らせている。
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3 .まとめ

〈

〈

土器A

物資A

土色竣A

4手一一

〉×く

〉

幸治

F告

物資B

土器8

告訴 i人B

地域8

第問題 訪問交暑と土器部動き(富井2001r勤島貿易と壊の辻賀易jから)

E乎子成1泊O る丘設部の西民地認を. (flま南北

に貫貫A く7形fち3でで、!原京の辻i遺童勤跡:の禄相をみてきたο !JlMは5.3m程? は522自になる c

平成8 には，船着場跡の発見があったしー立主わニし . [茸産補助・緊急麗吊対策関採の

もあり，徐々にではあるが茜鵠抵地部の榛棺が判ってきている。しかし，調交が進むほど複雑

な様相を示し，一筋縄ではいかない遺跡でもある。

平成 5年震からの丘援部東鶴の調査及 をまわる一 ある

ことがわかってきた。しかし，丘捜部の題担iJとなると東からの続きの環濠が部分的にはめぐるものの，

!日河川があったり，環濠が途中で、切れたり 9 と環i衰の[需をi直行するような環、濠がでてきたり複雑

な様相昇を示している。

今年度の農道の調査でも， 22区からお区にかけて弥生時ít中期から後期に機龍したと思われる l~

3号溝を確認した。この 3条の講;えその時代もほぼ同じで，向きも向山首きを示していることから

になる言忌担;治宝ある。 2 には部;こ柱列があり， さも推察される。平成 8年疫の

隣接L，車交する農道の調査で，壌と

'註がある C

されており，今回確認した 1~3 に接続する可読

また， 25区 ~26区にかけて矢板列を再開に打ち込んだ畦畔が確認され 1 んその北と寵の両1~1J

に2校の水田が推定されるが， 点の調査I!Iにも語/1えがあり丘陵から沖護地の低地への地形変換点

に位量することが，その造営条に しているのかも Lれない。水田の北鰭には矢板は確認されな

かったが，南部の石[11町分の調査区でも矢板列を確認したc

その本自のI卒(二 5 北館水 を切って上在日こ基 この水田を切って北jと茜から

高東の向きに 6号溝がある。調査区北識には。 を検出したがタこれ試前年度調査のls河川の:紛争

~24 
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になる可能性もある O

3年の調査を概観してみると，北から高へ， 1区 (5，3m X20m)から27区までのうち， 1 ~ 6区

は，生活区域である。 4棟の掘立柱建物跡、，生活に伴う土壌等がある。これらの据立柱建物跡には，

柱穴内に平石の石襲礎盤があり，その類例は北九州ではなく韓冨の嶺高地方の勤島遺誌に知られてい

る(西谷2001)。これらの建物は高床倉庫である可能性がある O また， 17区にも 5撮自の高床倉庫で

ある可詑性のある据立柱建物跡がある。本田誌、は， 14区~15互にかけてと，今回の25~26肢にかけて

の場所で，わずかに確認された。『諜志告人伝jにいうところの， r留を耕すといえども.猶食するに

足らずjの記述を思い出させるようである O また続けて[…南北に市薙すjと，交易に従事したー支

毘の人々のことを描写しているが，白井克吉氏は，療の辻貿易のモデルを提示した(註 2)。原の辻

遺跡、の場合は，船着場跡、の南部及びその周辺が，その rmJの候撞地ということになろう。

「市jには，その交易品の{呆管のための倉庫が必要で、あるから，高床倉産も現在確認されている数

より，もっと必要になるだろう。交易品には日常の生活のための食料である米や，貴重品である青銅

製品・鉄製品等々があり，その保管のため，あるいはその訪錦のための援雑な濠等が必要になり，こ

の j西1~U1丘地のような複雑な濠のっくりとなったものであろうか。中国の都市では船着場と汁ïJが付

隠しているという。現在の部分的な調査段階では，環濠と船着場は離れており，有機的には連錯して

いないが，本来は一体のものとして機能していたので;まないかとも推i揺される。平成10年度の調査で

北端に近い 2 区で確認した濠と，今年度調査の 1~3 号溝の，ともに船著場に向かっている方向が，

その根拠ではある(註 3)。

l 矢板を 14C 年代i~1j定に iちしたところ，補正僚で2440年(土70年)の年代が出た。縄文娩甥から弥生時

代前期始め頃の値になるわけだが，療の辻遺跡では前期末からの土器しか出ていない。無文 L器も現在の

ところそこまで吉いものは無いようである。

2 白井克世 2001 r鞘烏貿易と原の辻貿易j 粘土帝土器ー三韓土器・楽浪土器からみた弥生時代の交

易 -f弥生時代の交易j第49自壊蔵文化財硯究集会 発表要言集。実擦に原の辻遺跡では，地元でつくら

れた土器が現時点で、未確認で，そのほとんどは，伊都田(現福潟県前原市付近)産の土器と朝鮮半島系土

器で占められており， J京の辻遺跡を舞台に訪掲交易が行われた場合の物資はそれぞ、れの交易先に移動し，

その市の場所に残るという白井氏のモデルにあてはまるようでもある。

3 第17関でもわかるように途中で止まったり，それに車交するものとかもあり，複雑であり，その真鵠

はこの後の鉛若湯爵南側を調査後の総合的な判断にまつしかない。
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